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あ

ん

な

い

自分らしく、人間らしく
労働組合で変える

◦５月11日（土）13：30
　　～12日（日）12：00
◦神戸 ホテル フルーツ・フラワー
　（フルーツ・フラワーパーク）
◦講演　冨田宏治さん（関西学院法学部教授）

歴
史
に
学
び
、
　
　
　

歴
史
を
つ
く
る
　
　
　

第
17
回
役
員
セ
ミ
ナ
ー

私
た
ち
の
く
ら
し
と

未
来
を
か
え
る
た
た
か
い
を

戦
争
が
な
け
れ
ば

出
会
う
こ
と
が
な
か
っ
た
二
人

ソ
ロ
ー
キ
ン
の
み
た
桜

【とき方】二重カッコをアルファベッ
ト順に並びかえてください。あらわれ
た言葉・成句・詩歌が答えです。

好クリーン好クリーン
（映画案内）ス

☎ 06-6357-6462　　⒝ 06-6357-1065大阪労連共済事務局 大阪労連共済は自治労連・大教組・国公労連・医労連・福保労の各共済とは制度が違います。

大阪労連

共済 .どっと来む 100

山
ロ
シ
ア
人
捕
虜
収
容
所

外
伝　

ソ
ロ
ー
キ
ン
の
見

た
桜
」
を
実
写
映
画
化
。

日
露
戦
争
の
さ
な
か
、
愛

媛
県
松
山
に
設
置
さ
れ
た

「
捕
虜
収
容
所
」
を
舞
台

に
、
戦
争
が
な
け
れ
ば
出

会
わ
な
か
っ
た
二
人
が
、

戦
争
が
あ
る
が
た
め
に
別

れ
を
選
ば
な
け
れ
ば
な
ら

な
か
っ
た
物
語
。

　

松
山
の
ロ
シ
ア
兵
捕
虜

の
死
亡
記
録
が
あ
る
の
に

墓
の
な
い
ソ
ロ
ー
キ
ン
の

日
記
が
発
見
さ
れ
、
倉
田

史
郎
（
斎
藤
工
）
は
、
部

下
の
高
宮
桜
子
（
阿
部
純

子
）
を
ロ
シ
ア
へ
取
材
に

　

第
１
回
日
本
放

送
文
化
大
賞
ラ
ジ

オ
部
門
で
グ
ラ
ン

プ
リ
に
輝
い
た
ラ

ジ
オ
ド
ラ
マ
「
松

誘
い
ま
す
。
桜
子
は
興
味

が
持
て
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
祖
母
菊
枝
（
山
本
陽

子
）
か
ら
の
曾
祖
母
武
田

ゆ
い
（
阿
部
純
子
二
役
）

の
日
記
を
渡
さ
れ
ロ
シ
ア

に
向
か
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
ス
ク
リ
ー
ン

で
は
、
ゆ
い
の
日
記
に
沿

っ
て
日
露
戦
争
当
時
の
松

山
が
映
し
出
さ
れ
て
い
き

ま
す
。
傷
つ
い
た
ロ
シ
ア

兵
の
看
護
を
し
て
い
た
ゆ

い
は
家
族
を
戦
争
で
亡
く

し
、
心
の
奥
底
で
は
ロ
シ

ア
兵
を
許
せ
な
い
で
い
ま

し
た
。
二
人
が
出
会
い
、

ゆ
い
は
ソ
ロ
ー
キ
ン
の
寛

大
な
心
と
女
性
を
尊
敬
す

る
考
え
方
に
、
ソ
ロ
ー
キ

ン
は
ゆ
い
の
献
身
的
な
看

護
の
優
し
さ
に
ふ
れ
、
お

互
い
に
惹
か
れ
あ
っ
て
行

き
ま
す
…
。

　

当
時
の
家
長
制
度
の
も

と
で
結
婚
の
自
由
が
認
め

ら
れ
て
お
ら
ず
、
親
の
一

声
で
結
婚
相
手
が
決
め
ら

れ
る
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、

相
手
を
思
い
や
る
事
の
大

切
が
伝
わ
り
ま
す
。

　

３
月
22
日
よ
り
全
国
ロ

ー
ド
シ
ョ
ー
。

“入っていてよかった”
昨年の災害で火災共済 給付2895万円に

ヒ
ン
ト
　
４
月
の
統
一
地
方
選
挙
で
、
選

挙
に
行
っ
て
実
現
し
て
い
き
ま
し
ょ
う

出
題
＝Mr.BON

�
勝
負
・
試
合
。
タ
イ
ト
ル

～
�
悪
天
候
で
行
事
は
～
と
な

っ
た

�
種
類
に
よ
っ
て
区
別
す
る

こ
と

�
人
生
の
〇
〇
沈
み

�
額
の
多
い
こ
と
。
巨
額
に

同
じ

�
〇
〇
で
草
を
刈
る

�
セ
ン
チ
の
10
分
の
１
の
単

位
ヨ
コ
の
カ
ギ

❶�

「
奈
良
」
に
か
か
る
枕
こ

と
ば

❺�

♪
知
ら
な
い
〇
〇
を
歩
い

て
み
た
い
…

❼�

陰
暦
11
月
の
異
称

❽�

貸
し
与
え
る
こ
と
。
制
服

を
～
す
る

❾�

自
分
一
人
だ
け
の
利
益
を

計
る
こ
と
。
〇
〇
主
義

��

牛
・
豚
等
の
筋
の
部
分
の

肉
��

蒲
焼
き
鰻
を
芯
に
し
て
巻

い
た
卵
焼
き

��

〇
〇
も
積
も
れ
ば
山
と
な

る

タ
テ
の
カ
ギ

❶
出
費
が
多
す
ぎ
て
〇
〇
が

出
た

❷
釣
り
針
を
沈
め
る
た
め
に

つ
け
る
鉛

❸
日
の
光
、太
陽
光
線
。～
浴

❹
〇
〇
せ
ぬ
出
来
事

❺
日
ご
と
。
ど
の
日
も
。
～

通
う
道

❻
ま
っ
す
ぐ
に
立
つ
こ
と
。

～
す
る
柱

❽
〇
〇
多
難

�
♪
す
べ
る
～
の
風
切
る
は

や
さ

�
ら
く
に
勝
つ
こ
と

��

目
は
〇
〇
ほ
ど
に
物
を
言

う
��

工
具
・
道
具
を
表
す
英
語

��

知
れ
渡
っ
て
い
る
こ
と
。

～
の
事
実

��

役
柄
が
〇
〇
に
つ
い
て
き

た
�
陰
気
の
対

��

壁
の
補
強
・
装
飾
の
た
め

に
貼
る
紙

��

エ
ト
の
第
二

��

玉
を
製
造
す
る
こ
と
。
地

名
と
し
て
も
大
阪
市
中
央

区
に
残
っ
て
い
る

　

１
月
号
の
答
え
は
、「
い

の
し
し
み
て
や
を
ひ
く
（
猪

見
て
矢
を
引
く
）」
で
し
た
。

応
募
数
は
ハ
ガ
キ
27
通
、
メ

ー
ル
78
通
、
合
計
１
０
５
通

で
し
た
。
次
の
10
人
の
方
に

図
書
カ
ー
ド
を
贈
り
ま
す
。

当
選
者
（
敬
称
略
）

糀
谷
麻
美（
貝
塚
市
職
労
）、

古
川
智
子
（
寝
屋
川
市
職

労
）、
石
田
英
三
（
枚
方
市

職
労
）、
大
石
富
美
代
（
大

障
教
）、
西
本
禎
一
（
府
高

「
パ
ズ
ル
」の
応
募
方
法

　ハガキまたはE-mailで〒・住所･氏名･組合
名を必ず明記してください。
〈宛先〉〒530-0034　大阪市北区錦町2-2 
　　　　国労会館1Ｆ　大阪労連機関紙係
E-Mail：kikanshi@osaka-rouren.gr.jp
〈締切〉４月５日（金）
　　　　〔発表は５月号〕
〈賞品〉�正解者の中から抽

選で10人に図書カ
ードを贈ります

教
池
田
分
会
）、

平
塚
元
康
（
全

労
働
大
阪
基
準

支
部
）、
土
井

智
子
（
大
阪
社

協
分
会
）、
下

田
進
一
（
全
港

湾
阪
神
支
部
新

富
運
送
分
会
）、

本
田
恵
美
子

（
大
阪
夕
陽
丘

学
園
高
校
分

会
）、
米
澤
照

喜
（
朝
日
自
動

車
労
組
）

©2019「ソローキンの見た桜」製作委員会

　

春
闘
本
番
で
す
！
残
業
し
な
く
て

も
８
時
間
働
け
ば
ふ
つ
う
に
暮
ら
せ

る
社
会
め
ざ
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

２
月
20
日
に
行
わ
れ
た
春
闘
学
習

決
起
集
会
（
主
催
：
大
阪
春
闘
共
闘

・
大
阪
労
連
）
で
の
学
習
会
で
は
、

講
師
の
石
川
康
弘
神
戸
女
学
院
大
学

教
授
か
ら
、
日
本
の
長
時
間
労
働
・

低
賃
金
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
点
で
海
外

と
比
べ
劣
悪
な
状
態
と
な
っ
て
い
る

こ
と
が
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し

て
、
今
こ
そ
、
憲
法
が
生
き
る
社
会

へ
政
治
を
変
え
よ
う
と
呼
び
か
け
ら

れ
ま
し
た
。

　

働
く
仲
間
の
み
な
さ
ん
、
要
求
を

高
く
掲
げ
、
２
０
１
９
年
春
闘
を
職

場
や
地
域
で
た
た
か
い
を
広
げ
、
私

た
ち
の
く
ら
し
と
未
来
を
変
え
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

▲今年は大阪府最賃審議委員の改選の年。生協労連の山本庸子さんが立候補者を代表して決意表明

　２月24日に投開票された辺野古埋め
立ての賛否を問う沖縄県民投票は、反対
票が72％を超えて43万4273票に達しま
した。昨秋の知事選で玉城デニー知事の
過去最多得票を上回り、「明確な民意」
が示されました。民主主義と地方自治の
実現を求めてたたかわれた今回の県民投
票、新基地建設ストップの運動に大阪か
らも連帯して行きましょう。
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　２月号でお知らせしました通り大阪労連共済では３月１日
から６月末までの期間中に新規加入されたみなさんにクオカ
ードをプレゼントする「春の拡大キャンペーン」がいよいよ
始まりました。キャンペーンの詳しいチラシも取扱い団体へ
送付させていただきましたので是非ご覧ください。
　火災共済では昨年の台風被害のように火災だけでなく自然
災害で５万円以上の被害があった場合も給付の対象になりま

す。火災共済加入者での給付総額は12月末までで2895万
円になりました。火災共済に加入されていて被災に合われた
組合員さんからは「火災共済に入っていてよ
かった」との声が多くよせられました。もし
もの時のために安い掛金で大きな保障が得ら
れる全労連共済、大阪労連共済、この機会に
是非ご加入の検討をよろしくお願いします。

2019年春闘本番！

▲県民の意思が示されよろこぶ人びと

明確な民意が示された沖縄県民投票


